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近
代
日
本
研
究
第
三
十
四
巻
（
二
〇
一
七
年
）

特
集

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
設
置
一
〇
〇
年

北
里
柴
三
郎
記
念
館
の
開
館

大
久
保
美
穂
子

は
じ
め
に

二
〇
一
七
年
十
月
、
学
校
法
人
北
里
研
究
所
・
北
里
柴
三
郎
記
念
館
が
完
成
し
た
。
こ
の
新
記
念
館
が
建
つ
北
里
大
学
白
金

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
か
つ
て
結
核
専
門
病
院
「
土
筆
ヶ
岡
養
生
園
」
が
あ
っ
た
地
で
、
一
八
九
三
年
、
福
沢
諭
吉
ら
の
援
助
で
開
設

さ
れ
た
施
設
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
九
一
四
年
に
は
国
立
伝
染
病
研
究
所
を
辞
し
た
北
里
柴
三
郎
が
養
生
園
の
一
角
に
「
北
里
研

究
所
」
を
創
設
し
た
。
そ
ん
な
由
緒
あ
る
地
は
、
現
在
、
北
里
研
究
所
・
北
里
大
学
の
本
拠
地
（
東
京
都
港
区
白
金
五
丁
目
九
番

一
号
）
と
な
っ
て
い
る
。

北
里
柴
三
郎
記
念
館
は
一
階
に
展
示
室
、
北
里
柴
三
郎
記
念
室
事
務
室
、
北
里
柴
三
郎
記
念
会
事
務
局
、
二
階
に
北
里
大
学
同

窓
会
、
北
里
大
学
Ｐ
Ｐ
Ａ
の
事
務
局
と
北
里
関
係
者
の
サ
ロ
ン
「
北
里
白
金
サ
ロ
ン
」
が
あ
る
。
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北
里
と
福
沢
の
関
係
は
森
孝
之
氏
の
「
北
里
柴
三
郎
を
支
え
た
福
沢
諭
吉
」
で
詳
し
く
述
べ
て
い
る
の
で
省
略
す
る
。

養
生
園
は
、
北
里
の
為
に
設
立
さ
れ
た
病
院
で
福
沢
は
自
身
の
所
有
地
を
提
供
し
た
。
こ
の
地
域
は
古
く
か
ら
「
土
筆
ヶ
岡
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
福
沢
は
「
東
京
芝
区
広
尾

土
筆
ヶ
岡
養
生
園
」
と
名
付
け
た
の
で
（
1
）

あ
る
。

常
に
養
生
園
へ
の
支
援
を
続
け
、
運
営
に
欠
か
せ
な
い
「
養
生
園
会
計
規
則
案
」
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
北
里
が
研

究
、
診
療
な
ど
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
庶
務
会
計
の
担
当
者
と
し
て
慶
應
義
塾
出
身
の
田
端
重
晟
を
北
海
道
か
ら
呼
び
寄
せ
事
務

長
に
す
え
た
。

一
九
三
一
年
六
月
十
三
日
、
北
里
の
逝
去
に
よ
り
養
生
園
の
施
設
は
総
て
北
里
家
よ
り
北
里
研
究
所
へ
寄
付
さ
れ
、
そ
の
後
北

里
研
究
所
病
院
に
統
合
さ
れ
現
在
の
北
里
大
学
北
里
研
究
所
病
院
と
し
て
発
展
し
た
。

一

北
里
柴
三
郎
記
念
室
の
歴
史

一
九
六
四
年
、
社
団
法
人
北
里
研
究
所
創
立
五
十
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
学
校
法
人
北
里
学
園
・
北
里
大
学
が
創
設
さ
れ

た
。
そ
の
一
環
と
し
て
創
設
者
北
里
柴
三
郎
を
顕
彰
す
る
た
め
「
記
念
館
」
の
設
置
が
計
画
さ
れ
、
資
料
の
収
集
活
動
を
開
始
し

た
の
で
あ
る
。
北
里
家
を
は
じ
め
、
関
係
者
な
ど
か
ら
貴
重
な
遺
品
等
の
寄
贈
、
提
供
を
受
け
、
戦
禍
に
よ
る
難
を
免
れ
た
北
里

研
究
所
本
館
（
他
の
建
物
等
は
殆
ど
焼
失
）
に
残
さ
れ
て
い
た
遺
品
等
を
含
め
て
一
二
七
件
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
諸
事

情
に
よ
り
記
念
館
建
設
ま
で
は
至
ら
ず
、
当
時
、
新
設
し
た
北
里
研
究
所
研
究
棟
の
一
室
を
「
遺
品
室
」
と
し
て
そ
の
う
ち
の
六

（
2
）

十
点
を
陳
列
し
た
。

一
九
八
〇
年
、
北
里
研
究
所
本
館
を
博
物
館
明
治
村
（
愛
知
県
犬
山
市
）
へ
移
築
し
た
際
に
遺
品
室
を
改
称
し
、
跡
地
に
建
築
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さ
れ
た
新
北
里
本
館
四
階
に
「
記
念
室
」
を
設
け
た
。
こ
れ
を
機
に
、
添
川
正
夫
（
一
九
〇
八
―
一
九
九
二
）
北
里
研
究
所
名
誉

部
長
を
中
心
と
し
て
資
料
調
査
、
目
録
作
成
が
始
ま
り
、
一
九
九
二
年
、
中
瀬
安
清
（
一
九
二
七
―

）
北
里
研
究
所
名
誉
部
長

が
引
き
継
い
だ
。

一
九
九
七
年
四
月
、
同
館
一
階
に
移
転
、「
北
里
柴
三
郎
記
念
室
」
と
改
称
し
一
般
公
開
を
開
始
し
た
。
広
報
活
動
の
一
環
と

し
て
社
団
法
人
北
里
研
究
所
広
報
誌
『The

K
i

（
3
）

tasato

』
に
記
念
室
の
収
蔵
資
料
の
解
説
を
行
っ
た
。

二
〇
一
七
年
十
月
、
収
集
を
開
始
し
た
当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
「
北
里
柴
三
郎
記
念
館
構
想
」
が
半
世
紀
を
経
て
叶
い
、「
北

里
柴
三
郎
記
念
館
・
展
示
室
」
が
開
館
し
た
。
資
料
整
理
を
始
め
た
頃
か
ら
携
わ
っ
た
者
と
し
て
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。

1
、
資
料
の
収
集

北
里
柴
三
郎
記
念
室
（
以
下
、
記
念
室
と
す
る
）
の
資
料
収
集
は
一
九
六
四
年
の
一
二
七
件
か
ら
始
ま
り
、
現
在
で
は
約
一
万

件
に
の
ぼ
る
。

本
格
的
な
収
集
は
一
九
九
七
年
、「
北
里
柴
三
郎
記
念
室
」
が
開
設
さ
れ
た
時
か
ら
と
な
り
、
当
時
の
社
団
法
人
北
里
研
究
所

内
の
倉
庫
な
ど
に
保
管
さ
れ
て
い
た
貴
重
な
図
書
や
事
務
記
録
等
の
歴
史
資
料
を
一
括
で
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

展
示
活
動
と
共
に
、
博
物
館
明
治
村
に
移
築
し
た
北
里
研
究
所
本
館
・
医
学
館
内
で
の
展
示
へ
協
力
、
北
里
の
生
誕
地
熊
本
県

阿
蘇
郡
小
国
町
の
学
び
や
の
里
整
備
計
画
で
の
北
里
が
郷
里
の
青
少
年
育
成
の
た
め
創
設
し
た
図
書
館
「
北
里
文
庫
」
を
改
修
し

て
展
示
会
を
開
催
し
た
。
北
里
に
関
す
る
遺
品
な
ど
を
陳
列
し
小
国
町
に
寄
贈
し
た
。

収
集
の
方
針
は
特
に
定
め
て
は
い
な
い
が
、
寄
贈
申
し
入
れ
や
関
係
資
料
等
の
照
会
が
あ
っ
た
際
は
、
出
来
る
限
り
の
対
応
を

心
掛
け
て
い
る
。
ま
た
、
資
料
調
査
は
な
る
べ
く
現
地
に
赴
き
、
関
係
者
に
面
会
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
発
見
や
資
料
が
見

北里柴三郎記念館の開館
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つ
か
る
こ
と
が
あ
る
。

2
、
近
年
の
新
収
資
料

（
1
）
北
里
柴
三
郎
の
動
画
（
公
益
財
団
法
人
三
井
文
庫
提
供
）

一
九
二
五
年
、
国
際
学
会
「
第
六
回
極
東
熱
帯
医
学
会
」（
北
里
柴
三
郎
会
長
、
長
与
又
郎
副
会
長
、
会
場

東
京
大

学
）
が
開
催
さ
れ
た
際
に
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
挙
行
さ
れ
、
会
場
と
な
っ
た
麻
布
今
井
町
の
三
井
家
本
邸
で
の
記
念
映
像
に

北
里
の
歩
く
姿
が
残
さ
れ
て
い
た
。

（
2
）
私
立
伝
染
病
研
究
所
時
代
か
ら
の
門
下
生
「
高
木
友
枝
」
資
料
（
高
木
孫
の
板
寺
家
寄
贈
）

（
3
）
江
戸
時
代
の
木
製
顕
微
鏡
（
今
泉
準
氏
寄
贈
）

日
本
最
古
の
顕
微
鏡
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
一
九
三
二
年
の
東
京
科
学
博
物
館
（
現
、
国
立
科
学
博
物
館
）

の
開
館
一
周
年
の
「
江
戸
時
代
の
科
学
展
」
に
出
品
さ
れ
た
。

二

北
里
柴
三
郎
記
念
館

展
示
室

二
〇
一
七
年
十
月
に
開
館
し
た
展
示
室
で
は
北
里
柴
三
郎
、
門
下
生
等
の
学
術
研
究
、
公
的
活
動
に
関
連
し
た
歴
史
資
料
や
愛

用
品
、
恩
師
・
恩
人
、
知
友
の
紹
介
、
現
代
の
継
承
者
た
ち
コ
ー
ナ
ー
で
は
二
〇
一
五
年
の
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞

し
た
大
村
智
北
里
大
学
特
別
栄
誉
教
授
や
本
法
人
設
置
の
学
術
賞
受
賞
者
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
に
資
料
閲
覧
・
検
索

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
。
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展
示
構
成

ガ
イ
ダ
ン
ス
展
示
（
北
里
愛
用
の
顕
微
鏡
、
北
里
研
究
所
所
長
室
の
机
、
旧
実
験
器
具
）

1
．
北
里
柴
三
郎
の
あ
ゆ
み

2
．
画
期
的
な
研
究
成
果

3
．
世
界
が
認
め
た
業
績
・
功
績

4
．
北
里
柴
三
郎
の
人
間
像

5
．
継
承
さ
れ
る
北
里
の
学
統

理
論
と
実
践
（
大
村
智
先
生
紹
介
）

6
．
微
生
物
の
す
が
た

7
．
現
代
の
継
承
者
た
ち

特
別
展
示

北
里
に
師
事
し
た
若
き
研
究
者
た
ち
（
門
下
生
コ
ー
ナ
ー
）

北
里
が
幼
少
期
に
磨
い
た
橋
本
家
縁
側
の
板

映
像
コ
ー
ナ
ー

検
索
・
閲
覧
コ
ー
ナ
ー

現
在
、
展
示
し
て
い
る
資
料
は
八
十
六
点
、
パ
ネ
ル
五
十
六
枚
で
あ
る
。

北里柴三郎記念館の開館
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三

主
な
収
蔵
資
料

1
、
北
里
柴
三
郎
関
連

（
1
）
研
究
業
績

破
傷
風
菌
の
純
粋
培
養
成
功
、
抗
体
の
発
見
と
血
清
療
法
の
確
立
、
ペ
ス
ト
菌
発
見
他
自
筆
論
文
、
原
稿
、
旧
実
験
器

具
等

（
2
）
公
的
活
動

伝
染
病
研
究
所
創
設
、
北
里
研
究
所
創
設
、
結
核
専
門
病
院
「
土
筆
ヶ
岡
養
生
園
」
開
設
、
日
本
医
師
会
設
立
、
日
本

医
学
会
設
立
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
設
立
等

（
3
）
遺
品

内
外
の
勲
章
、
愛
用
品
等

（
4
）
文
書
、
書
簡

原
稿
、
内
外
か
ら
の
書
簡
等
約
一
二
〇
〇
件

（
5
）
写
真
関
係

約
一
〇
〇
〇
点

①
ベ
ル
リ
ン
大
学
衛
生
研
究
所
か
ら
贈
ら
れ
た
ド
イ
ツ
留
学
記
念
ア
ル
バ
ム

②
北
里
と
同
時
期
頃
、
ド
イ
ツ
へ
留
学
し
た
医
学
生
た
ち
の
肖
像
ア
ル
バ
ム
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③
伝
染
病
研
究
所
同
窓
会
ア
ル
バ
ム

④
ガ
ラ
ス
乾
板
約
一
五
〇
〇
枚

⑤
門
下
生
な
ど
の
人
物
、
集
合
写
真
な
ど

⑥
建
物
、
研
究
室
等

（
6
）
蔵
書

北
里
の
ド
イ
ツ
留
学
時
代
か
ら
の
蔵
書
、
門
下
生
の
蔵
書
等
約
三
〇
〇
〇
冊

（
7
）
恩
師
、
知
友
関
係
資
料

Ｒ
・
コ
ッ
ホ
、
福
沢
諭
吉
、
Ｐ
・
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
、
Ｅ
・
Ａ
・
ベ
ー
リ
ン
グ
、
長
与
専
斎
、

長
谷
川
泰
、
後
藤
新
平
、
高
峰
譲
吉
等

（
8
）
主
な
福
沢
諭
吉
、
慶
應
関
係

①
「
北
里
部
長
式
辞
御
演
述
内
容
案
」
一
九
二
〇
年

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
な
ら
び
に
病
院
開
院
式
の
演
説
内
容
案
。

②
「
感
謝
状

北
里
柴
三
郎
殿
」
一
九
二
八
年

鎌
田
栄
吉
慶
應
義
塾
評
議
員
会
長
、
林
毅
陸
塾
長
よ
り
北
里
柴
三
郎
宛
感
謝
状
。

③
福
沢
諭
吉
「
養
生
園
会
計
規
則
案
」

④
福
沢
諭
吉
書
簡

北
里
柴
三
郎
宛
（
一
八
九
三
年
、
一
八
九
四
年
、
一
八
九
五
年
）、

伝
染
病
研
究
所
宛
（
一
八
九
五
年
）、
田
端
重
晟
宛
（
一
八
九
六
年
）

北里柴三郎記念館の開館
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⑤
写
真
、
書
幅
、
古
書

⑥
慶
應
義
塾
大
学
部
医
学
科
附
属
看
護
養
成
所

第
一
回
生
徒
写
真
帳

2
、
門
下
生
関
連

（
1
）
高
木
友
枝
資
料

二
〇
一
三
年
か
ら
二
〇
一
六
年
に
か
け
て
高
木
の
孫
・
板
寺
家
よ
り
高
木
資
料
二
〇
〇
〇
件
強
を
受
贈
。
高
木
は
一
八
九

三
年
、
私
立
伝
染
病
研
究
所
の
助
手
と
な
り
、
一
九
〇
二
年
、
後
藤
新
平
か
ら
の
要
請
で
台
湾
へ
赴
任
す
る
ま
で
北
里
の
右

腕
と
し
て
活
躍
し
た
。
台
湾
で
は
台
湾
衛
生
学
の
父
と
呼
ば
れ
、
台
湾
の
衛
生
行
政
や
台
湾
医
学
校
長
な
ど
を
歴
任
、
台
湾

電
力
初
代
社
長
も
務
め
活
躍
し
た
。
台
湾
時
代
の
資
料
、
北
里
の
高
木
へ
の
信
頼
が
厚
か
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

資
料
や
親
交
の
深
か
っ
た
後
藤
新
平
か
ら
の
書
簡
も
五
十
通
余
り
あ
る
。

（
2
）
志
賀
潔
資
料

一
九
九
六
年
、
志
賀
家
が
所
蔵
し
て
い
た
志
賀
資
料
二
三
〇
件
を
受
贈
。
志
賀
は
晩
年
、
郷
里
宮
城
県
に
疎
開
し
次
男
亮

氏
家
族
と
住
み
、
亮
氏
よ
り
の
寄
贈
を
き
っ
か
け
に
関
連
各
位
か
ら
多
く
の
寄
贈
が
あ
っ
た
。
志
賀
の
実
験
ノ
ー
ト
、
自
筆

原
稿
、
著
書
、
胸
像
、
文
化
勲
章
、
揮
毫
、
写
真
等
。

（
3
）
宮
島
幹
之
助
資
料

宮
島
の
資
料
は
殆
ど
北
里
研
究
所
勤
務
時
代
の
所
有
物
で
、
一
九
四
四
年
、
交
通
事
故
に
よ
り
突
然
他
界
し
た
た
め
北
里

研
究
所
に
遺
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
宮
島
は
寄
生
虫
研
究
が
専
門
で
あ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
た

万
国
博
覧
会
の
展
観
担
当
や
国
際
連
盟
の
阿
片
諮
問
委
員
会
委
員
、
マ
レ
ー
半
島
で
の
マ
ラ
リ
ア
調
査
、
南
米
衛
生
調
査
等
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国
際
的
に
活
躍
し
著
述
も
多
く
、
原
稿
な
ど
多
種
の
資
料
が
遺
っ
て
い
る
。

（
4
）
北
島
多
一
、
秦
佐
八
郎
、
野
口
英
世
、
小
林
六
造
等
の
資
料

3
、
そ
の
他

（
1
）
橋
本
家
（
4
）

資
料

約
六
〇
〇
件

二
〇
〇
一
年
、
北
里
が
幼
少
時
代
預
け
ら
れ
た
伯
母
（
父
・
惟
信
の
姉
）
の
嫁
ぎ
先
漢
学
者
橋
本
龍
雲
家
（
熊
本
県
阿
蘇

郡
南
小
国
町
）
よ
り
受
贈
。
古
医
書
を
含
む
文
書
類
、
寺
子
屋
で
の
教
科
書
等
で
中
国
医
書
の
和
刻
本
、
江
戸
時
代
の
刊
本

な
ど
。

（
2
）
江
戸
時
代
の
木
製
顕
（
5
）

微
鏡

二
〇
一
六
年
、
新
潟
の
今
泉
家
か
ら
受
贈
。

収
蔵
資
料
は
北
里
柴
三
郎
関
連
を
中
心
に
門
下
生
や
関
係
者
、
北
里
研
究
所
、
医
学
関
係
の
歴
史
資
料
等
が
主
で
未
整
理
資
料

が
ま
だ
多
数
あ
る
。
目
録
作
成
を
優
先
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
内
容
の
精
査
が
三
〇
％
し
か
で
き
て
い
な
い
。

四

資
料
の
整
理
及
び
管
理
に
つ
い
て

展
示
へ
の
活
用
及
び
研
究
調
査
に
対
応
し
や
す
い
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
推
進
中
。
現
在
、
写
真
、
一
紙
物
、
古
文
書
等

の
一
部
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
現
物
の
資
料
閲
覧
の
機
会
を
極
力
回
避
し
保
全
に
努
め
て
い
る
。

北里柴三郎記念館の開館
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（
1
）
資
料
の
整
理

二
〇
一
〇
年
、
資
料
調
査
に
携
わ
っ
た
各
人
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー
タ
を
統
合
し
、「
北
里
柴
三
郎
記
念
室
総
合
資
料
目
録
」
を

作
成
し
た
。
各
人
の
整
理
の
仕
方
の
違
い
な
ど
を
統
一
整
理
中
で
あ
る
。

今
後
の
整
理
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
内
容
精
査
の
推
進
が
あ
る
。

（
2
）
資
料
の
公
開

個
人
情
報
に
配
慮
し
、
著
作
権
並
び
に
資
料
の
劣
化
な
ど
に
関
し
て
問
題
が
解
消
さ
れ
て
い
る
資
料
に
つ
い
て
は
な
る
べ

く
公
開
の
方
針
を
と
っ
て
い
る
。

（
3
）
資
料
の
管
理

こ
れ
ま
で
記
念
室
独
自
の
収
蔵
庫
が
無
く
分
散
し
て
保
管
し
て
い
た
が
、
保
存
環
境
が
整
っ
た
新
記
念
館
の
収
蔵
庫
に
集

約
す
る
こ
と
が
出
来
、
管
理
が
し
や
す
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

北
里
柴
三
郎
記
念
館
・
展
示
室
は
以
前
の
二
倍
の
広
さ
と
な
り
、
更
な
る
北
里
柴
三
郎
関
係
の
顕
彰
と
学
校
法
人
北
里
研
究

所
・
北
里
大
学
の
広
報
機
能
を
担
う
と
と
も
に
情
報
交
換
の
拠
点
と
し
て
い
き
た
い
。

今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
や
企
画
展
等
の
開
催
・
協
力
を
通
じ
、
人
的
交
流
を
深
め
新
た
な
資
料
の
発
掘
に
努
め
た
い
。

最
後
に
明
治
・
大
正
時
代
の
医
学
・
医
療
・
衛
生
行
政
で
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
北
里
柴
三
郎
の
功
績
は
日
本
の
近
代
医
学

の
発
展
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
と
確
信
し
て
い
る
。
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注（
1
）
一
七
七
一

北
里
柴
三
郎
、『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
七
巻
、
慶
應
義
塾
、
二
〇
〇
二
年
三
月
二
二
日
、
二
四
七
―
二
四
八
頁
。

（
2
）
北
里
柴
三
郎
記
念
館
、『
北
里
研
究
所
五
十
年
誌
』
北
里
研
究
所
、
昭
和
四
十
一
年
九
月
二
十
日
、
七
八
九
―
七
九
二
頁
。

（
3
）
北
里
柴
三
郎
資
料
館
、『The

K
itasato

』
北
里
研
究
所
、
№
一
（
一
九
九
四
年
）
―
№
五
七
（
二
〇
〇
八
年
）。

（
4
）
小
曽
戸
洋
「
江
戸
時
代
医
学
・
本
草
学
資
料
の
整
理
と
研
究
」、
平
成
十
四
年
度
〜
平
成
十
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

特
定
領
域

研
究
（
2
）「
江
戸
の
モ
ノ
づ
く
り
」
研
究
成
果
報
告
書
。

（
5
）
長
岡
で
使
用
さ
れ
た
日
本
最
古
の
顕
微
鏡
、『
長
岡
市
医
師
会
史
』
社
団
法
人
長
岡
医
師
会
、
平
成
二
年
五
月
、
二
六
―
二
七
頁
。

北里柴三郎記念館の開館
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